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Abstract

This study aimed to analyze research trends concerning the engagement of senior nursing professionals with new midwives by 

conducting a literature review. Additionally, the study aimed to provide suggestions for future issues and research directions.

A search on the Web of Medical Journal was conducted using keywords such as "new midwives" and "involvement," and ₁₃ 

articles describing the involvement of senior nursing staff with new midwives were selected for the literature review. The 

selected articles were then analyzed for content, focusing on their study objectives, methods, and results.

Three perspectives on the relationship between senior nursing staff and new midwives were identified, namely: their daily 

involvement in midwifery care, their provision of support to alleviate stress, and their involvement in the work environment. In 

the future, it will be necessary to clarify the specific involvement of senior nurses in midwifery care other than delivery, explore 

factors related to and influencing the involvement of new midwives, and investigate the involvement of senior nurses from the 

perspective of new midwives, in collaboration with researchers and educators working in hospitals.

要　　旨

　新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関する研究の動向を文献レビューにより明らかにし，今後の課題と研
究の方向性の示唆を得ることを目的とした．医中誌 Web を用いて「新人助産師」「関わり」等をキーワードに検索し，
新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関連する内容について記述がある₁₃件を文献レビューの対象とした．対
象文献について，研究目的，方法，結果を検討項目とし，内容を分析した．
　新人助産師に対する先輩看護職の関わりについて，日々の助産ケアにおける関わり，ストレス等に対するサポー
ト，職場環境としての関わりの３つの視点が明らかとなった．今後は，分娩場面以外の助産ケアにおける先輩看護
職の具体的な関わりや新人助産師に対する関わりの関連要因や影響要因，新人助産師の視点における先輩看護職の
関わりを病院に勤務する研究者と教育関係者等が連携しながら明らかにしていく必要があると考えられた．
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Ⅰ．緒言（はじめに）

　助産師を取り巻く環境は，高齢出産の増加を背景とし
たハイリスク妊娠・分娩の増加，少子化に伴う分娩施設
の減少や産科病棟の混合化，周産期医療提供体制の変化
に合わせて，より複雑で厳しいものへと変わってきてい
る１）～３）．それらの環境の変化に伴い，助産師に期待さ
れる役割も多様化し，助産師にはローリスクだけではな
くハイリスクに対応できる高い助産実践能力が求められ
ている４）．しかし，数多くの分娩に立ち会うことで，分
娩介助技術を磨き習熟していった５）助産師にとって，
少子化に伴う分娩施設の減少や産科病棟の混合化は，助
産師としての経験を積む機会の減少や，助産業務を専任
で実施することが難しい状況につながり，助産師として
の専門性を伸ばしていくには厳しい環境にあるといえ
る．
　そのような助産師を取り巻く環境の中で，新人助産師
教育に関しては，厚生労働省より2₀₀₉年に「新人看護職
員研修ガイドライン」，2₀₁₁年２月に新人保健師・新人
助産師の研修についてのガイドラインが示された．その
後，日本看護協会より2₀₁2年に「新卒助産師研修ガイ
ド」，2₀₁₃年に「助産実践能力習熟段階（クリニカルラ
ダー）」６）が作成され，助産ケアの質の向上のために一
定の質を確保した研修や，助産実践レベルを示すクリニ
カルラダーにより標準化された方略が明示されている．
　新卒助産師研修ガイドでは，新卒助産師の臨床現場へ
の順応や臨床実践能力の獲得のためには，根気強く温か
い支援，新卒助産師の不安の緩和のための職場適応のサ
ポートやメンタルサポート等の体制づくりの必要性７）

について述べられている．また，先行研究では，新人助
産師の職場適応プロセスには先輩助産師を始めとした他
者との関わりが含まれている８）ことや，新人助産師が
先輩助産師と関わる中で受けた様々な影響９）が明らか
となっており，臨床現場における新人助産師への周囲の
関わりが重要であると考える．しかし，新人助産師が助
産技術の経験を積んでいくために支援を受ける人的資源
に差がある₁₀）ことや，病院勤務助産師を対象とした先
行研究では，日常業務の中での指導方法は個人に任され
ている部分が大きく，指導者の理解不足や時間的な余裕
のなさにより業務の伝達に終わってしまう₁₁）ことも報
告されている．
　以上のことから，新人助産師への先輩助産師を始めと
した周囲の関わりはますます重要となっているが，支援
を受けられる環境の差や指導の難しさがあることから，
それぞれの状況に合わせた効果的な関わりが求められて
いるといえる．

　一方，新人看護師に対する先輩看護師の関わりに関す
る研究では，新人看護師の認識や新人看護師自身が効果
的と感じ，先輩看護師に求める関わり₁2）～₁₄）等，具体的
な関わりが明らかとなっている．しかし，新人助産師は
教育背景も多岐に渡る₁₅）ことや，新人助産師特有のリ
アリティショックがある₁6）こと，ハイリスク妊娠・分
娩の増加，少子化に伴う分娩施設の減少や産科病棟の混
合化のような助産師を取り巻く環境の変化を受けている
可能性が考えられることから，新人助産師の状況や周囲
の環境の特徴に合わせた新人助産師への関わり方を検討
していく必要があると考える．
　そこで本研究は，新人助産師に対する先輩看護職の関
わりに関連した国内文献を概観することで研究動向を明
らかにし，今後の研究への示唆を得ることを目的に文献
検討を行った．

Ⅱ．研究目的

　新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関連した研
究の動向を文献レビューにより明らかにし，今後の課題
と研究の方向性について示唆を得る．

Ⅲ．用語の定義

　先輩看護職の関わりについては，山本ら₁₇）のかかわ
りの定義を参考にした．
　新人助産師：助産師資格取得後，初めて就職した就職
１年目～３年未満の助産師．看護師・社会人経験の有無
は問わない．
　先輩看護職の関わり：職場における先輩看護職の指導，
支援等を通した直接的・非直接的な関与．

Ⅳ．研究方法

１．文献検索の方法
　文献データベースとして医中誌 Web を用いて，収録
開始年から2₀2₁年１月までに掲載された論文を検索し
た．「新人助産師／新卒助産師」と「関わり／かかわり
／指導／支援／サポート／関係」を検索のキーワードと
した．
　検索した₁6₃文献のうち，重複文献と会議録及び論文
形式がとられていない商業雑誌は除き，新卒助産師に対
する先輩看護職の関わりに関連する記述がある₁₃文献を
検討対象とした．

２．分析方法
　対象文献をマトリックス方式₁₈）を用いて，著者，発
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行年，筆頭著者の所属，タイトル，研究目的，研究デザ
イン，データ収集期間，研究対象者，新人助産師の定義，
結果（新人助産師との関わりに関連する内容）ごとに整
理し，内容を分析した．

３．倫理的配慮
　先行研究の明示と出典の明記を徹底し，著作権を侵害
しないよう努めた．

Ⅴ．結果

　本文中の（　）内の数字は表１の文献番号を表す．

１．研究の概要と動向（表１参照）
１）発表年
　新卒助産師への関わりについて記載された文献は，
2₀₀₅年から発表され始めていた．対象文献の年次推移を
５年ごとにみると，2₀₀₅年～2₀₀₉年の文献数は６件（該
当文献番号１～６），2₀₁₀～2₀₁₅年は３件（該当文献番
号７～９），2₀₁6年以降は４件（該当文献番号₁₀～₁₃）
であり，2₀₀₉年までの文献数が比較的多かった．

２）筆頭著者の所属別文献数
　2₀₀₅年～2₀₀₉年は，病院所属の研究者２件（１，６），
大学所属の研究者２件（２，５），大学の附置機関所属
の研究者２件（３，４）であった．また，2₀₁₀～2₀₁₅年
は病院所属の研究者３件（７～９）であり，2₀₁₅年以降
は病院所属の研究者１件（₁₃），大学所属の研究者１件

（₁₀），大学院所属の研究者２件（₁₁，₁2）であった．病
院所属の研究者が６件で最も多く，続いて大学所属の研
究者が４件，その他が合わせて４件であった．

３）研究目的
　分娩場面などの日々の助産ケアにおける関わりや教育
方法を明らかにすることを目的としたものが４件（１，
９，₁₁，₁2），リアリティショックやストレスに対する
サポート・対処行動に関するものが４件（２，３，８，
₁₃），職務満足度や職場適応に関するものが３件（４，
５，６），新人助産師の想いと体験に関するものが２件

（７，₁₀）であった．

４）研究の種類
　質的研究が９件（１～３，５，８～₁2），量的研究が
２件（４，₁₃），両方を合わせた研究が２件（６，７）
であった．質的研究のデータ収集方法は，半構成的／半
構造化面接法による質的帰納／記述的研究が４件（２，
３，５，９），グループインタビューが２件（８，₁₀），

参加観察法と半構成的面接が３件（１，₁₁，₁2）であっ
た．量的研究のデータ収集方法は，無記名による質問紙
調査法が２件（４，₁₃）であった．

５）新人助産師の定義
　新人助産師について定義されていた文献は₁₃件のうち
８件（２～６，８，９，₁2）であり，新卒助産師につい
て定義されていた文献は１件（₁₃）であった．助産師基
礎教育修了後，就職した助産師としている文献は₁₃件の
うち７件（２～４，６，９，₁2，₁₃）あり，そのうち看
護師経験の有無について記載している文献は２件（９，
₁₃）であった．その他に新人助産師の定義を就職１年目，
２年目の助産師としている文献が１件（５），助産師経
験３年未満のスタッフとしている文献が１件（８）あっ
た．

６）研究対象者の概要
　新人助産師のみを対象者とした文献が８件（２，３，
５～₁₀），新人助産師と指導者を対象としたものが３件

（１，₁₁，₁2），新人助産師とプリセプターを対象とした
ものが１件（₁₃），新人助産師と２～５年目の助産師を
対象としたものが１件（４）であった．新卒助産師の年
齢について記載されていた文献は，₁₃件のうち８件（２
～４，６，７，₁₁～₁₃）であった．2₀歳代前半が２件（６，
７），2₀歳代前半～半ばが２件（２，₁₃），2₀歳代前半～
2₀歳代後半が２件（４，₁₁，₁2），2₀歳代前半～₃₀歳代
後半が１件（３）であり，年齢に幅があった．また，新
人助産師へ関わる相手が，先輩助産師もしくは指導助産
師である文献（１，３，６，８，₁2），先輩もしくは指
導者と記載している文献が３件（２，５，７），「人間関
係」など相手が特定できない文献２件（４，₁₃）であり，
看護師の先輩が含まれる可能性のある文献が５件（２，
４，５，７，₁₃）あったが，職種の違いについて記述の
あるものはなかった．

７）調査期間
　調査期間が記載されていた文献は₁₃件あり，４～₁₀月
が１件（６），５月～９月が１件（１），５～₁₀月が１件

（２），６～８月が１件（₁₃），６～₁2月が１件（７），７
～₁₁月が１件（９），８月が１件（₁₀），８～₁₀月が２件

（₁₁，₁2），₁₀～₁2月が１件（３），₁₁～₁2月が１件（８），
₁₁～翌１月が１件（４），２～翌５月までが１件（５）
であった．新人助産師の就職後の時期を考慮した記載の
ある文献は３件（２，６，₁₃）であり，リアリティショッ
クや職場適応プロセスを明らかにしようとする目的の研
究であった．



14　福島県立医科大学看護学部紀要 第26号 11-20, 2024

表１．新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関する文献の概要

№ 著者（発行年）
筆頭著者の所属 タイトル 研究目的 研究デザイン

データ収集期間
研究対象者

新人助産師の定義 結果のうち新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関連する内容

１

平井ら（2₀₀₅）

金沢大学医学部附属
病院

分娩場面における新
人助産師と指導助産
師間の相互作用

①分娩場面における
新人と指導助産師
間の相互作用を明
らかにする

②どのような相互作
用が新人の学びに
関与しているのか
を明らかにする

参加観察と半構成的
面接

2₀₀₄年５月～９月

Ａ 病 院 で 分 娩 に 携
わった新人２名（管
理者，プリセプター
により，指導が必要
であるとみなされた
助産師）と指導者₁₈
名

記載なし

・新人助産師の臨床経験は，５か月と₁₇ヶ月であったが，対象者の
経験年数により，語られた内容に特別な違いは見られなかった．

・新人と指導者間の相互作用は『新人が学びを実感する相互作用』
と『新人が学びを実感しにくい相互作用』に大別された．『新人が
学びを実感する相互作用』は指導者との関わりの中で新人の意識
化につながった相互作用であり，『新人が学びを実感しにくい相互
作用』は指導者との関わりの中で新人の意識化につながらなかっ
た相互作用である．

・新人の学びを左右する相互作用において，新人の学びを左右する
ものには，〈思考過程への働きかけ〉〈刺激の意味付けと修正の可否〉

〈コミュニケーションの質〉の３カテゴリーが抽出され，これらの
カテゴリーはそれぞれ複合的に存在し，かつ関連していた．

２

原田ら（2₀₀6）

東京女子医科大学看
護学部

新人助産師の６ヶ月
間 に お こ る リ ア リ
ティショックの構造

新人助産師のリアリ
ティショックの構造
を明らかにする

質的帰納的研究
（半構成的面接法）

2₀₀₄年５～₁₀月
（就職後１ヵ月，３ヵ
月，６ヵ月に面接を
行った）

新人助産師７名

助産師基礎教育修了
後，病院に勤務した
新人助産師

・新人助産師の年齢は，2₀歳代前半～半ばであった．
・新人助産師のリアリティショックの構造は，《臨床の場に慣れない》
《十分な実践の準備状態がない》《実践に必要なことを知らない》《自
分への揺らぐ思い》《もどかしい思い》のカテゴリーで構成されて
いた．

・《臨床の場に慣れない》のサブカテゴリーである〈スタッフに慣れ
ない〉では，先輩助産師，医師との人間関係に慣れないことであっ
た．３か月後は，苦手な先輩と勤務するときに緊張して仕事がで
きないことが新たな体験として語られ，過緊張の状態から，吐気
や発熱などの症状を起こすこともあった．６か月後の人間関係で
は，プリセプターや医師との関係に変化がみられるようになって
いた．《もどかしい思い》のサブカテゴリーである〈抑圧される〉
では，仕事ができないことに対して抱く申し訳なさと先輩助産師
へ望む願いからなっており，自分の気持ちを抑えられているもの
であった．新人助産師は自分の仕事ができないために先輩に申し
訳ないという思いを持ち，プリセプターとの関係において関係性
を上手く保ちたいという思いを持っていた．３か月後では，新た
な願いとして先輩助産師により具体的にいろいろな経験を語って
もらいたいという思いを持っていた．

３

内村（2₀₀₈）

神奈川県立保健福祉
大 学 実 践 教 育 セ ン
ター

新人助産師の職場の
ストレスとソーシャ
ルサポートの実際と
期待

新人助産師について
職場でのストレス内
容，実際得られてい
るサポート，期待す
るソーシャルサポー
トは何かを明らかに
する

質的記述的研究
（半構造化面接）

2₀₀₇年₁₀月～₁2月

2₀₀₇年３月に助産師
教育機関を卒業し，
2₀₀₇年４月に周産期
関連病棟に就職した
新人助産師９名

2₀₀₇年３月に助産師
教育機関を卒業し，
2₀₀₇年４月に周産期
関連病棟に就職した
新人助産師

・新人助産師の年齢は，2₀歳代前半～₃₀歳代後半であった．
・ストレスの内容は「診断とケア」「職場の人間関係」「業務」「技術」
「専門性」の５つに分類された．

・職場の人間関係に関しては【先輩との人間関係の困難感】【指導の
不統一に伴う関係性の困惑】から構成され，２番目に多いストレ
スであった．【先輩との人間関係の困難感】のサブカテゴリーであ
る【指導の不統一に伴う関係性の困惑】では，先輩からの重圧的
な表現を受ける関係性においてストレスと感じており，先輩から
注意を受けた際に新人助産師の性格を指摘するような表現による
ものであった．【指導の不統一に伴う関係性の困惑】では，新人助
産師からみて先輩助産師や医師によって言うことが違うと感じ，
指導の不統一さにストレスを感じていた．

・新人助産師が受けている実際のサポートでは，新人助産師９名全
員が複数のサポート者からソーシャルサポートを受けており，先
輩が最も多かった．先輩からは，手段的，情報的，評価的，情緒
的なサポートを受けていた．新人助産師が期待しているソーシャ
ルサポートは，職場と先輩に対する期待であった．先輩に期待し
ている情報的サポートは【先輩の看護・技術を見たい・知りたい】【ア
ドバイスをもらいたい】であり，評価的サポートは先輩に【でき
ることをほめてほしい】【評価してもらいたい】であった．

４

今村（2₀₀₉）

神奈川県立保健福祉
大 学 実 践 教 育 セ ン
ター

産科混合病棟におけ
る新人助産師の職務
満足度に影響する要
因

産科混合病棟の新人
助産師の職務満足度
に影響する要因を明
らかにし，それを基
に新人助産師の離職
防止を含めた，教育
指導体制を見直すた
めの資料とする

量的記述的研究
（質問紙による調査研
究）

2₀₀₈年₁₁月 ～2₀₀₉年
１月

総合病院₃₄施設の産
科混合病棟に勤務す
る１～５年目の助産
師₁₈₃名で，そのうち
新 人 助 産 師 は₅₅人

（₃₀.₁％）

2₀₀₈年３月に助産師
教育機関を卒業し同
年４月に産科混合病
棟に就職した新卒助
産師

・新人助産師の平均年齢は，2₄.₉6±2.₇₈歳であった．
・新人助産師の特徴を調べるため，新人助産師と２～５年目の助産

師の２群に分類し比較検討した．
・比較検討した結果，職務満足度においては新人助産師の方が，「給

料」「職業的地位」「看護管理」において職務満足度は高く，「看護
業務」においての満足度は低かった．また，環境要因としては新
人助産師の方が，「助産師の成長・役割発揮」において評価は高く，

「病棟システム」「仕事内容」においての評価が低かった．「専門職
としての自律」に関しては，「人間関係」が有意となった．

５

中本ら（2₀₀₉）

山口県立大学看護栄
養学部看護学科

新人助産師の職場適
応に影響する要因と
助産師教育における
課題

新人助産師の職場適
応に向け，新人助産
師の職場適応に影響
する要因を明らかに
し，卒業前の助産師
教育の段階における
課題を見出す

質的帰納的研究
（入職後３～４ヵ月頃
の職場での様子を想
起してもらい，その
内容をインタビュー
した）

2₀₀₇年 ２ 月 ～2₀₀₈年
５月

Ａ県の病院に勤務す
る就職１年目の助産
師３名，２年目の助
産師３名

ベナーにより「一人
前」に達するまでの
期間にある就職１年
目，２年目の助産師

・職場適応に影響する要因は，「仕事と自己の価値観の一致」「職場
の人間関係への融和」「業務遂行能力の獲得」「職場以外の人間関係」

「自分なりのストレス解消法」「否定的な自己評価」「看護業務・助
産業務のマネジメント能力の未熟さ」「指導・指摘のされ方への不
満足感」「職場の人間関係の不調和」「職種の違いによるアイデン
ティティへの戸惑い」という₁₀のカテゴリーが見出された．

・「職場の人間関係への融和」における〈職場内の相談相手〉では，
新人助産師は先輩の職場内での人間的な優しさと，プロとしての
厳しさを別のものとして捉え，〈満足した指導体制〉の中で指導を
受けていた．「否定的な自己評価」では，先輩からのただの指摘で
それほど重大な自体と違うとは感じながらも〈指摘に対する過剰
な落ち込み〉がみられ，指導者が気にかけてくれることが分かる
だけに〈期待に答えられない苦痛〉を感じていた．「指導・指摘の
され方への不満足感」では，〈同期との比較〉〈過去の新人との比較〉

〈就職後の時期で達成状況を判断〉があった．また，実際のケアを
して判断するところまで至らない時期に〈業務のこなし方ばかり
の指導〉に不満足感を感じたり，〈失敗への厳しい指導〉に意味を
みいだせなかったりしていた．さらに，初めてのことでも手順を
見ながらできると思われていることに〈新人教育方法への戸惑い〉
や〈技術習得の考え方の違い〉を感じていた．「職場の人間関係の
不調和」では，新人ならではの気づきを取り上げる雰囲気よりも，
新人の立場を意識させようとする〈自分の意見が言えない〉職場
環境があった．「職種の違いによるアイデンティティへの戸惑い」
では，看護師と助産師が協働して働く場において〈先輩たちの助
産師業務，看護師業務の捉え方の違い〉を感じていた．

６

赤星ら（2₀₀₉）

長崎大学医学部・歯
学部附属病院

新人助産師の職場適
応プロセス

病院に就職した新人
助産師の職場適応の
プロセスを明らかに
する

量的研究および質的
帰納的研究

2₀₀₇年４月～₁₀月

Ａ病院に新卒で就職
した新人助産師３名

助産師教育修了後病
院に就職した１年目
の助産師

・新人助産師の年齢は，2₀歳代前半であった．
・新人助産師の職場適応は，【現実と自己認識】【知覚】【コーピング】
【他者との関わり】【職業モデル】【助産師としてのアイデンティ
ティー】【適応と向上心】の７つのカテゴリーで構成されていた．

・新人助産師は，職場で先輩からの支援や患者からの声掛けを受け
る等，他者との関わりを通して仕事の喜びや満足感を感じていた．
新人助産師は１か月目には「先輩になんでも教えてもらう」と先
輩助産師へ大きく依存していた．５か月目には「先輩からのサポー
トが少なくなった」と実感していたが，「先輩は必要な時にアドバ
イスをしてくれる」「先輩ができたところを認めてくれる」等，先
輩からの支援を多く受けていた．

・新人助産師は，同期に就職した新人助産師及び先輩助産師といっ
しょに仕事をしながら，先輩助産師の中に職業モデルを見出して
いた．職業モデルの存在を得て新人助産師は，先輩に近づこうと
する前向きな気持ちを抱いていた．新人助産師は，［先輩から話を
聞く］等，先輩との交流を望んでおり，この傾向は３か月目以降
で顕著になり，先輩との交流に対して喜びを表出していた．
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表１．新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関する文献の概要（つづき）

№ 著者（発行年）
筆頭著者の所属 タイトル 研究目的 研究デザイン

データ収集期間
研究対象者

新人助産師の定義 結果のうち新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関連する内容

７

檜原ら（2₀₁2）

香川大学医学部附属
病院

新人助産師における
「助産ケアの質」に対
する自己評価と想い
の変化

既存の助産ケアの自
己評価および語りを
通して，新人助産師
の助産ケアに対する
自己評価と助産ケア
に対する想いの変化
を明らかにする

量的記述的研究
（半構成的面接法およ
びアンケート調査）

2₀₁₁年６月～₁2月

看護の臨床経験がな
く助産師教育機関を
卒業後，すぐに助産
業務に従事した新人
助産師４名

記載なし

・新人助産師の年齢は，2₀歳代前半であった．
・面接により【助産ケアに対する肯定的想い】【指導・教育に対する

肯定的想い】【指導教育に対する否定的想い】【新人助産師を取り
巻く環境】【自己の理想像に対する想い】の６つのカテゴリが抽出
された．

・【指導・教育に対する肯定的想い】では《指導方法に対する満足感
と安心感》《指導に対する理解と前向きな姿勢》が抽出され，【指
導教育に対する否定的想い】では《指導に対する不満》《指導者の
態度に対する恐怖と困惑》《指導者との関係性に対する不満》が抽
出された．また，【新人助産師を取り巻く環境】では《同期との関
係性》《職場での居心地》が抽出された．

８

森ら（2₀₁₃）

熊本大学医学部附属
病院　総合周産期母
子 医 療 セ ン タ ー
MFICU

母体・胎児集中治療
室（MFICU）に勤務
する新人助産師のス
トレッサーと対処行
動に関する研究　グ
ループインタビュー
による実態調査

MFICU で勤務する新
人助産師のストレッ
サーと対処行動を明
らかにする

グ ル ー プ イ ン タ
ビュー

2₀₁2年₁₁月と₁2月

MFICU に勤務する新
人助産師７名（２年
目助産師４名，３年
目助産師３名）

助産師経験３年未満
のスタッフ

・MFICU に勤務する新人助産師のストレッサーに対する対処行動と
して，【先輩に相談する】【同期と話す】【スタッフに応援を依頼する】

【現状を受け入れる】【意気込まない】の５つのカテゴリーが抽出
された．

・【先輩に相談する】では，自分では対応・判断できないことを先輩
に相談し，解決していた．また，先輩スタッフに適宜患者情報を
伝え，共有してもらうことで，援助をもらえるという安心感を得
ていた．

９

西山ら（2₀₁₅）

福岡大学病院

PNS における新人助
産師に影響を与えた
ペアの関わりについ
て

PNS 看護体制におい
て，新人助産師がペ
アから影響を受けた
と主観的に感じる関
わりについて明らか
にする

質的記述的研究
（半構成的面接）

2₀₁₄年７月～₁₁月

Ａ大学病院の産科部
門に勤務する新人助
産師４名

助産師教育課程卒業
後，看護師・助産師
としての勤務経験が
なく，助産師業務に
従事して１年未満の
助産師

・インタビューの分析により，【患者への対応を真似したい】【態度
に気を付けるよう意識し始めた】【アドバイスにより学んだことを
活かしたい】【自己の看護を振り返るきっかけとなった】【サポー
トを感じ仕事に対する意欲が向上した】の５つのカテゴリーが抽
出された．

・【患者への対応を真似したい】では新人助産師はペアの［患者を気
遣い何か頼みごとがないかを聞く］等の患者への具体的な関わり
と患者の反応を見て学び，ペアをロールモデルとして捉えていた．

【態度に気を付けるよう意識し始めた】は新人助産師はペアの患者
への関わりを見て，自身の態度を意識して患者へ関わることが重
要であると感じていた．【アドバイスにより学んだことを活かした
い】では［乳頭の向きや形に応じた授乳介助をする］等のペアの
臨床現場での経験を基にしたアドバイスを受けることにより，看
護に個別性があることを感じ取っていた．また，【自己の看護を振
り返るきっかけとなった】では，新人助産師が自分では考え付か
なかった具体的なアドバイスをペアから受け，患者に対してより
効果的な関わりができていると感じ，自分の未熟さに気付いてい
た．さらに，【サポートを感じ仕事に対する意欲が向上した】では，
ペアから自分へのサポートを感じ，期待に応えたいと感じていた．

₁₀

磯山ら（2₀₁₇）

上智大学

助産師教育修了後１
年の助産実践を行っ
た新人助産師の臨床
の体験

助産師教育修了後１
年の助産実践を行っ
た新人助産師の臨床
での体験を明らかに
する

質的帰納的研究
（ グ ル ー プ イ ン タ
ビュー）

2₀₁₅年８月

新人助産師５名

記載なし
【新人助産師の臨床
での体験】助産師教
育修了後，総合病院
に勤務し１年間の助
産実践を行った助産
師が病院に勤務して
から現在までに実践
した分娩介助や産後
の助産実践，母子と
の関係，意思や先輩
助産師との関係の中
で感じる困難や達成
感に対する知覚や認
識．

・【助産師としての経験を積んでいくための環境に恵まれている】【助
産師の仕事にやりがいを感じる】【妊産褥婦の助産ケアにじっくり
関われない】【学生時代の体験と現場の実践にギャップを感じる】

【体験を共有する仲間がいない辛さがある】【現場で求められる能
力と自分の持っている能力のギャップに悩む】【助産師として働き
続ける選択をする】の７つのカテゴリが抽出された．

・【助産師としての経験を積んでいくための環境に恵まれている】カ
テゴリー内のサブカテゴリー〈先輩たちの支援があるため安心で
きる〉では，先輩助産師の支えや同期と共有できる環境があると
感じていた．

・【学生時代の体験と現場の実践にギャップを感じる】カテゴリー内
のサブカテゴリー〈先輩助産師の母乳育児支援が自分の理想とは
異なることにギャップを感じる〉では，新人助産師は学生時代の
体験と勤務した病院の実践との間にギャップを感じていた．

・【現場で求められる能力と自分の持っている能力のギャップに悩む】
カテゴリー内のサブカテゴリー〈先輩から求められることに応じ
られない自分の未熟さを感じる〉〈看護師経験があるため新人とし
て扱ってもらえない辛さがある〉では，新人助産師は先輩助産師
から求められることに対して応じることができずに悩んでいた．
また，看護師経験がある助産師は新人として扱ってもらえないこ
とが辛いと語っていた．

₁₁

山本ら（2₀₁₉）

聖路加国際大学大学
院博士後期課程

実地指導者が新人助
産師の分娩期におけ
る気づきと解釈を促
進する教育

分娩期における臨床
判断の場面において，
実地指導者は新人助
産師に対してどのよ
うに気づきを促し，
解釈の統合を促進す
るのかについて，実
地指導者の視点から
明らかにする

質的記述的研究
（参加観察法と半構成
的面接法）

2₀₁₇年８月～₁₀月

指導者と指導者が教
育を行う新人助産師
８組

記載なし

・新人助産師の年齢は，2₀歳代前半～2₀歳代後半であった．
・気づきを促す場面として【好機を逃さず活用する】【五感で感じと

る感覚を伝える】【自ら気づくよう促す】，解釈を促進する場面と
して【発問を用いて推論を引き出す】のテーマが抽出された．

・【好機を逃さず活用する】は，２つの気づきを促すプロセス〈変化
が目で見える好機を逃さない〉，〈その場で同じ現象を見て，共有
する〉から構成されていた．指導者は，臨床場面の中で【好機を
逃さず活用する】ことで，見つけにくい産婦の変化に対する新人
助産師の気づきを促していた．【五感で感じとる感覚を伝える】は，
２つの気づきを促すプロセス〈触診する適時性を見極める〉，〈触
診するように誘導する〉から構成されていた．【自ら気づくよう促
す】は，２つの気づきを促すプロセス〈まずは実践する様子を見
守る〉，〈説明せずに正しい触診方法を見せる〉から構成されており，
指導者は，新人助産師に触診技術のやり方の違いを見せることで

【自ら気づくよう促す】ということをしていた．また，指導者は，
新人助産師に対して【発問を用いて推論を引き出す】ことを行い，
産婦の置かれている状況を促していた．

₁2

山本ら（2₀2₀）

聖路加国際大学大学
院博士後期課程

新人助産師の気づき
と解釈の統合を促さ
なかった実地指導者
のかかわり　分娩期
に焦点を当てて

分娩期の臨床判断場
面において，実地指
導者が新人助産師の
気づきや解釈の統合
を促さなかったかか
わりについて記述す
る

質的記述的研究
（参加観察法と半構成
的面接法）

2₀₁₇年８月～₁₀月

指導者と指導者が教
育を行う新人助産師
８組

助産師免許取得後，
初めて就労する者

・新人助産師の年齢は，2₀歳代前半～2₀歳代後半であった．
・観察した₄₅場面のうち，指導者が新人助産師の分娩期における気

づき，解釈の統合を促さなかったのは５場面であり，場面テーマ
として【思い込みをもってかかわる】，【観察ポイントのみを伝え
る】，【遠回しな表現で伝える】の３つを抽出した．

・指導者が，新人助産師の今までの経験からこの程度は理解できて
いるだろうという【思い込みをもってかかわる】ことで，新人助
産師は産婦の状態を把握できないまま産婦を見ることになってし
まっていた．また，指導者の【観察ポイントのみを伝える】かか
わりに対して新人助産師は，なぜその観察ポイントが見る必要が
あるのかを理解できず，何度も観察することを忘れてしまってい
た．そして，指導者が【遠回しな表現で伝える】ことによって，
新人助産師は指導者の意図を理解できていなかった．

₁₃

筒井志保（2₀2₀）

国立病院機構東京医
療センター

新卒助産師とプリセ
プターにおけるリア
リティショックの認
識の相違

新卒助産師のリアリ
ティショックとプリ
セプターが想定する
新卒助産師のリアリ
ティショックの相違
を明らかにする

量的横断的記述研究

2₀₁₅年６月～８月
（就職後３ヶ月時点）

2₀₁₄年度新卒助産師
₁₁₀名と新卒助産師を
指 導 す る プ リ セ プ
ター₁₁6名

看護師経験のない，
助産師免許取得後に
初めて就労する助産
師

・新卒助産師の平均年齢は，2₃.₇±2.₁歳であった．
・新卒助産師66名（有効回答率6₀.₀％），プリセプター₇₀名（有効回

答率6₀.₃％）を分析対象とした．
・新卒助産師のリアリティショックとプリセプターからみた新卒助

産師のリアリティショック尺度得点に群間差はなかった．下位尺
度において，新卒助産師はプリセプターの想定よりも「身体的要
因」と「業務への責任感」についてリアリティショックを強く認
識していた．一方で，プリセプターは新卒助産師より「職場の人
間関係」と「先輩助産師・看護師との関わり」のリアリティショッ
クを強く認識していた．
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２．研究内容の動向（年次推移）
　新人助産師への関わりに関連した研究は，2₀₀₅年から
発表され始めていたが，2₀₁2～2₀2₀年（９年間）よりも
2₀₀₅～2₀₀₉年（５年間）までの文献数が比較的多かった．
内容を年次推移でみていくと，2₀₀₅年に新人助産師と指
導助産師間の相互作用に着目した研究（１）が報告され，
2₀₀6年には新人助産師のリアリティショックの構造

（２）や具体的なストレス内容，ストレスがある中で新
人助産師が実際に得られているサポートや欲しいサポー
ト（３）が明らかとなった．2₀₀₉年頃からは，新人助産
師の職務満足度や職場適応に関する研究（４，５，６）
が複数行われた．その後，今まで経験年齢を定めず全助
産師を対象として行われていた助産のケアの質に関する
研究が，2₀₁2年に新人助産師を対象として報告され，助
産ケアを行う上での指導・教育に対する新人助産師の想
い（７）が明らかとなった．また，2₀₁₃年には，母体・
胎児集中治療室（MFICU：Maternal-fetal intensive care 

unit）という通常の産婦人科病棟とは異なる環境で勤務
する新人助産師のストレッサーと対処行動における新人
助産師との関わり（８）も報告されている．
　2₀₁₅年以降は PNS「パートナーシップ・ナーシング・
システム（以下，PNS と記す）」看護体制における新人
助産師に影響を与えたペアの関わり（９）や，助産師教
育修了後１年間の助産実践を行った新人助産師の臨床で
の体験など，臨床現場でのより具体的な新人助産師への
関わり（₁₀）が報告されている．また，2₀₁₅年からの研
究に特徴的な点は，新人助産師の主観的に感じる関わり
や臨床での体験等，新人助産師の視点から先輩との関わ
りが明らかとなった内容があることである．
　2₀₁₉～2₀2₀年の山本らの研究（₁₁，₁2）は，分娩期に
おける臨床判断の場面に参加観察し，その場面について
指導者と指導者が教育を行う新人助産師に半構成的面接
し，気づきと解釈を促進する教育と促さなかったかかわ
りが報告されている．この研究によって，実際の場面を
研究者が観察し，指導者と新人助産師それぞれの意図や
考えを把握することで，新人助産師の教育場面がより具
体化され，より詳細な新人助産師との関わりが明らかと
なった．また，筒井（₁₃）は，新卒助産師自身の捉える
リアリティショックとプリセプターの想定した新卒助産
師のリアリティショックを比較した．それによると，リ
アリティショック尺度得点に有意差はなかったことか
ら，リアリティショックの認識には新卒助産師とプリセ
プターでは差があるとは言えなかった．しかし，下位尺
度においては，新卒助産師はプリセプターの想定より
も，「身体的要因」と「業務への責任感」についてリア
リティショックを強く感じていたことを報告している．

３．文献の内容
　対象にした文献の内容は，新卒助産師に対する先輩看
護職の関わりに関して【日々の助産ケア】（１，７，９，
₁₁，₁2），【ストレス等に対するサポート】（２，３，８，
₁₀，₁₃），【職場環境】（４，５，６）の３つのカテゴリー
に分類された．
１）日々の助産ケア
　このカテゴリーは，分娩場面などの日々の助産ケアに
おける新人助産師との関わりに関連する内容である．平
井ら（１）は，効果的な指導方法を探る一つの手がかり
を明らかにするために，分娩場面における新人助産師と
指導助産師間の相互作用を分析し，新人が意識化できる
指導者の関わりが学びの実感を左右していることを明ら
かにした．新人助産師を対象とした研究（７）では，新
人助産師は指導・教育に対して，指導方法に対する満足
感と安心感等の肯定的想いと，指導に対する不満や指導
者の態度に対する恐怖と困惑等の否定的想いを持ってい
たことが報告された．さらに，PNS 看護体制において，
新人助産師が先輩助産師であるペアから影響を受けたと
感じる関わり（９）では，新人助産師はペアからのアド
バイスやペアの患者への関わりを見ることによって，学
んだことを活かしたり，ペアの患者への関わりを真似し
たりしたい等の影響を受けていた．ペアの患者への関わ
りを見ることは，患者に対する態度に気を付けるよう意
識することにも影響をしていた．また，分娩期における
臨床判断の場面において，新人助産師が発見することが
難しい変化を捉えられるよう指導者が数少ない好機を逃
さず活用したり，新人助産師が対象に関わる時期を見極
めたりする指導者の関わりとして，実地指導者が新人助
産師の気づきや解釈を促進する教育（₁₁）が明らかと
なっている．その一方で，思い込みを持ち，観察ポイン
トのみや遠回しな表現で伝えるかかわりは，新人助産師
の気づきや解釈を促さなかったかかわり（₁2）であるこ
とが報告された．日々の助産ケアは，妊娠期，分娩期，
産褥期，新生児期，乳幼児期の対象に対して行われてい
るが，対象文献に記述された内容は，分娩期について

（１，₁₁，₁2）が多く，檜原ら（７）の研究ではどの時
期における指導・教育に対する想いであるか記述がない．
西山ら（９）の研究では，授乳場面などの産褥期・新生
児期の関わりについて記述されているが，その他の時期
についての明確な記述はみられない．

２）ストレス等に対するサポート
　このカテゴリーは，リアリティショックやストレスと
ストレスに対するサポート・対処行動における新人助産
師への関わりに関連する内容である．内村（３）は，助
産師教育機関を卒業後すぐに周産期関連病棟に就職した
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新人助産師を対象に半構造化面接を行い，新人助産師の
ストレス，受けているサポート，期待するサポートを明
らかにしている．それによると，新人助産師のストレス
として職場の人間関係があり，先輩の指導の不統一さや
先輩からの重圧的な表現の指導等によってストレスを感
じているが，新人が実際に受けているサポートでは先輩
が最も多く，期待しているサポートも職場と先輩に対し
てであった．また，母体・胎児集中治療室（MFICU）
に勤務する新人助産師のストレッサーに対する対処行動
の一つは，先輩に相談をすることであり，先輩と情報共
有することで援助をもらえる安心感を得ていた（８）．
そして，新人助産師のリアリティショックにも先輩助産
師との人間関係が含まれており，助産師基礎教育修了
後，病院に勤務した新人助産師は，臨床の場に慣れない
ことや抑圧された思いを感じていたが，就職から３カ月
後では，先輩に具体的な体験を語ってもらいたいという
思いも持っていたことが明らかとなっている（２）．新
卒助産師とプリセプターのリアリティショックの認識の
相違の研究（₁₃）では，プリセプターは新卒助産師より
有意に人間関係と先輩助産師・看護師との関わりが高い
ことに対し，新卒助産師はプリセプターより有意に看護
実践能力と業務への責任感が高い結果であった．また，
礒山（₁₀）は，新人助産師が１年間助産実践を行う中で，
先輩助産師の支えや同期と共有できる環境があることを
感じながらも，先輩から求められることに対して応じら
れないことへの悩みや，看護師経験があることで新人と
して扱ってもらえない辛さがあることを報告している．
しかしながら，新人助産師のストレスに対して，新人が
実際に受けたサポートや，新人の期待するサポート等の
新人の現状については，内村（３）の2₀₀₈年以降の研究
は行われていない．

３）職場環境
　このカテゴリーは，新人助産師の職務満足度に影響す
る要因や職場適応における新人助産師への関わりに関連
する内容である．今村（４）は，産科混合病棟における
新人助産師の職務満足度に影響する要因を明らかにする
ために，新人助産師と２～５年目の助産師を比較検討し
た．それによると，新人助産師は「専門職としての自律」
に関しては「人間関係」が有意となっており，初めて助
産師として勤務する環境におかれた場合，そこでの人間
関係は専門職としての自律を促す要因の一つになると考
えられた．新人助産師の職場適応に影響する要因（５）
では，新人助産師は指導体制に満足している一方で，失
敗への厳しい指導や，同期や過去の新人との比較等の先
輩の指導・指摘に対する不満足があることが示され，看
護師と助産師が協働して働く場において先輩たちの助産

師業務・看護師業務の捉え方の違いに戸惑いを感じてい
ることが述べられている．さらに，新人助産師の職場適
応のプロセス（６）では，新人助産師が職場での先輩か
らの支援等の他者との関わりを通して仕事の喜びや満足
感を感じていること，先輩を職業モデルとして先輩との
交流を望んでいることが明らかとなった．

Ⅵ．考察

１．新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関する研
究内容の動向

　新人助産師への関わりに関連した研究の内容を年次推
移でみていくと，2₀₀₅年に新人助産師と指導助産師間の
相互作用₁₉），2₀₀6年には新人助産師のリアリティショッ
クの構造₁6）や具体的なストレス内容，新人助産師が実
際に得られているサポートや欲しいサポート22）が明ら
かとなり，2₀₀₉年頃からは新人助産師の職務満足度や職
場適応に関する研究８），26），2₇）が複数行われた．これら
の研究に共通するところは，新人看護師の職場適応に関
連したリアリティショック2₈）が報告される中で，看護
業務に加えて助産業務を行う新人助産師の特性に焦点を
当て，看護師とは異なった助産師特有のリアリティ
ショックや職務満足度，職場適応における関わりを明ら
かにしている点である．
　その後，2₀₁2年に助産ケアを行う上での指導・教育に
対する新人助産師の想い2₀）が明らかとなり，2₀₁₃年に
は母体・胎児集中治療室（MFICU）に勤務する新人助
産師のストレッサーと対処行動における新人助産師との
関わり2₃）も報告されている．さらに，2₀₁₅年以降は
PNS 看護体制における新人助産師に影響を与えたペア
の関わり９）や，新人助産師の臨床での体験など，臨床
現場でのより具体的な新人助産師への関わり2₅）が報告
されている．これは，2₀₁2年６月に日本看護協会により

「新卒助産師研修ガイド」が作成され，新卒助産師に特
化した，より具体的な研修内容が提示された2₉）ことが
影響していると考える．新卒助産師研修ガイドで，新卒
助産師を支える体制の構築等が明示されたことにより，
それぞれの職場で具体的に支援し，効果的に関わってい
く方法について検討がなされるようになったと推察され
る．また，2₀₁₅年からの研究に特徴的な点は，新人助産
師の視点から先輩との関わりが明らかとなった内容があ
ることである．新人が意識化できる指導者の関わりが学
びの実感を左右していた₁₉）と述べられているように，
新人助産師の視点から効果的な関わりを明らかにしてい
くことが重要であるといえる．
　2₀₁₉～2₀2₀年の山本らの研究₁₇），2₁）では，分娩期にお
ける臨床判断の場面で，指導者が教育を行う新人助産師
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に対して気づきと解釈を促進する教育と促さなかったか
かわりが報告された．この研究によって，新人助産師の
教育場面がより具体化され，より詳細な新人助産師との
関わりが明らかとなった．自己の責任のもとに正常な分
娩を介助し，新生児及び乳幼児のケアを行う役割・責務
をもつ₃₀）助産師の分娩期の教育的な関わりが明らかに
なることは，新人助産師教育の発展のために重要である
と考える．また，筒井2₄）は，新卒助産師はプリセプター
の想定よりも，「身体的要因」と「業務への責任感」に
ついてリアリティショックを強く感じていたことを報告
している．新卒看護師における研究₃₁）でも，新卒看護
師とプリセプターのリアリティショックの認識には相違
があることが報告されていることから，その認識の違い
があることを踏まえた関わりを検討していくことが必要
であるといえる．

２．新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関する研
究の特徴

　研究の種類は，対象者である新人助産師の語りから新
人助産師に起きている現象を明らかにしようとする質的
研究が多く，新人助産師への関わりを明らかにしようと
する量的研究は少なかった．質的研究では，先輩看護職
との人間関係が，新人助産師のリアリティショック₁6）

やストレス22），2₅），ストレスに対する対処行動2₃），職場
環境2₇）に含まれていることが明らかとなっている．ま
た，分娩期における新人助産師の学びや気づき・解釈の
統合を促す指導者の関わりの要素９），2₁），反対にそれら
を促さなかった関わりの要素₁₇）が明らかにされた．量
的研究では，新人助産師の職務満足度に影響する要因26）

とリアリティショックの認識の違い2₄）が報告された．
質的・量的両方を合わせた研究では新人助産師の職場適
応プロセス８）に先輩助産師の関わりが含まれているこ
と，新人助産師の助産ケアに関する指導・教育への想い
の変化2₀）が明らかとなっている．以上により，妊娠期
における新人助産師への先輩看護職の具体的な関わりは
明らかになっていないこと，新人助産師への先輩看護職
の関わりに関連する要因や影響する要因は明らかになっ
ていないといえる．新卒看護師と先輩看護師の関わりに
ついては量的研究₃2）～₃₄）が複数行われ関連要因が明らか
にされており，新人看護師がより成長していく支援が検
討されている．そのため，今後の課題としては，妊娠期
における新人助産師への先輩の具体的な関わりについて
の質的研究を行うこと，新人助産師への先輩看護職の関
わりに関連する要因や影響する要因を明らかにするため
の量的研究が行われることが重要であると考える．
　筆頭著者の所属は病院が最も多く，病棟に勤務する研
究者が新人助産師の現状を明らかにしようと取り組む傾

向にあると推察される．病棟や新人助産師の背景を研究
者が把握していることは対象の全体像を把握することに
役立つ一方で，対象者への配慮が必要な場合も生じると
考えられることから，病院に勤務する研究者と教育関係
者等が連携して研究を進めていくことも必要であるとい
える．また，新人助産師に対する先輩看護職への関わり
をより正確に明らかにするためには，山本らの研究₁₇），

2₁）のように，研究者が実際の場面を把握することが重
要である．現場看護職と大学教員が共同研究を行うこと
で，看護職者の実践への意識の変化や連携強化が図られ
た₃₅）報告があることから，連携して研究を進めていく
ことで，研究方法の選択肢の増加や客観的なデータの収
集と解釈の可能性が高まることも期待できると考える．
　研究の調査期間には，幅がみられたが，７～₁₀月に集
中しており，これは新卒看護師の研究の時期₃6）と重複
していた．これは，新人助産師が離職を考えることが最
も多いとされる３～４ヵ月頃2₇）や新人助産師が職場適
応する約７ヵ月頃８）までを除いた時期に研究を行って
いる可能性が推察される．
　対象者の年齢は，2₀歳代前半～₃₀歳代後半と幅があり，
新人助産師の定義も助産師教育機関を卒業後，翌月の就
職から助産師経験３年未満のスタッフと幅がみられた．
これは，助産師の教育課程が複数に渡り，修業年限も１
～２年と幅があること，入職する新卒助産師の人数が施
設に希望に関わらず数人であることが多いこと₁₀）など
が影響していると考えられるため，対象者の背景や施設
の特徴を踏まえた対象者の選定が重要であるといえる．

３．日々の助産ケアにおける関わり
　日々の助産ケアにおける関わりでは，分娩場面に注目
した研究₁₇），₁₉），2₁）が複数行われ，分娩場面における具
体的な関わりが明らかとなっているが，その他の妊娠期，
産褥期，新生児期，乳幼児期における関わりについては，
西山ら９）の研究でごくわずかにしか明らかにされてい
ない．助産師は，分娩期だけでなく，妊娠期，産褥期，
乳幼児期における，母子および家族のケアの専門家でも
ある₃₀）ことから，分娩場面以外の助産ケアにおいても
新人助産師への具体的な関わりを明らかにしていく必要
があると考える．また，新人助産師の指導方法に対する
肯定的想いと，指導に対する不満や指導者の態度に対す
る否定的想いの両方が報告されているが，その具体的内
容や場面は調査されていない．新人助産師の想いに着目
した関わりの研究を進めていくことで，日々の助産ケア
において新人助産師を理解しながら関わることにもつな
がっていくと考える．

４．ストレス等に対するサポート
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　新人助産師は，職場の人間関係にリアリティショック
やストレスを感じているが，働き続けることで先輩助産
師との関係性が変化し，先輩に具体的な体験を語っても
らいたいという思いを持つようになっていた₁6）．新人助
産師がストレスを感じた具体的な関わりは，先輩からの
重圧的な表現や新人の性格を指摘するような注意，指導
の不統一さであったが，新人が実際に受けているサポー
トや期待するサポートも先輩助産師からであった22）．し
かし，新人助産師が実際に受けているサポートや期待す
るサポートについては，2₀₀₈年以降の研究は見当たらな
いため，現在の先輩助産師の指導や新人助産師のニーズ
に変化が起きている可能性はあると考える．新人看護師
では，先輩看護師に新人看護師の能力に合わせたペース
の見守りや関わりを望む₃₇）ことが明らかとなっている
ことから，新人助産師のニーズなどの現状を把握しなが
ら関わりを検討することも必要であるといえる．

５．職場環境としての関わり
　新人助産師は，職場での先輩助産師との関わりや指導
体制に喜びや満足感を感じる８），2₇）一方，先輩助産師か
ら受ける指導・指摘に対して不満足感があり，先輩たち
の助産師業務，看護師業務の捉え方の違いに戸惑ってい
た．これは，助産師と看護師が協働して働く産科関連病
棟の特徴であると考える．日本看護協会は2₀22年に行わ
れた調査３）で，産婦人科以外の診療科も含む混合病棟
に勤務する助産師の割合が₅₃.₉％となり，平成2₄年の調
査と比較して₁₀ポイント増加していることを報告してい
る．また，他科との混合病棟では，助産師の配置人数に
規定がなく，助産師と看護師の区別がなく配置されてい
ることによって，助産師の割合が少ない状況がある₃₈）．
今後ますます少子化，混合病棟化が進む中では，病棟で
先輩助産師だけでなく，先輩看護師と関わる機会も増え
ていくと推測される．本研究の対象文献では，新人助産
師へ関わる相手が，先輩助産師もしくは指導助産師であ
る文献が多かったが，看護師の先輩が含まれる可能性の
ある文献も５件あった．しかし，それらの文献では，助
産師や看護師の違いに焦点を当てて行われた研究はな
く，中本ら2₇）の研究も職種の違いによる戸惑いがある
ことを表記することに留まっている．助産師と看護師が
業務を役割分担，連携・協働していくためにも，職種の
違いを意識した新人助産師に対する先輩看護職の関わり
に関する研究を進めていく必要があると考える．

Ⅶ．本研究の限界と今後の課題

　本研究は，助産師教育課程等の違いから，日本国内の
文献にしぼって検索を行った．また，使用した検索エン

ジンが医中誌のみであることから，文献検討の範囲が限
定されていることが本研究の限界といえる．今後は，具
体的なかかわりに関する複数の情報を得るために，検索
エンジンを増やし，日本国内だけでなく諸外国の新人助
産師についての文献も検索対象として，検討していく必
要があると考える．

Ⅷ．結論

　新人助産師に対する先輩看護職の関わりに関する文献
レビューの結果，日々の助産ケアにおける関わり，スト
レス等に対するサポート，職場環境としての関わりの３
つの視点が明らかとなった．今後の方向性は以下３点で
ある．

１．助産師の専門性を意識した関わりを検討するため
に，分娩場面以外の助産ケアにおける具体的な関わり
を明らかにする．

２．新人助産師に対する先輩看護職の関わりへの関連要
因や影響要因を明らかにする．

３．新人助産師のニーズを把握するために，新人助産師
の視点における先輩看護職の関わりに関する質的研究
を行う．その際には，病院に勤務する研究者と教育関
係者等が連携して研究を進める．
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